
令和５年４月１日巨樹の会に入職しました黒岩です。地元の立川高等学校を卒業し
東京医科歯科大学に進学、26期生として昭和53年に卒業し医学部附属病院脳神経
外科に入局　昭和59年に脳神経外科専門医となりました。　その後　脳卒中の病
態を母校や米国のNIH、当時は西ドイツのマックス・プランク神経研究所で研究　
平成19年からは関東の或る医療過疎地の中核病院に赴任し病理診断科と健診セン
ターで臨床を行ってきました。その後　日本脳神経外科学会で長く活動をともにし
てきた会員からのお勧めがあり　本年度初めより明生リハビリテーション病院で勤
務しております。若い頃の附属病院病棟医の頃を懐かしく思い出しつつ　回復期リ
ハビリテーション医療の重要性を改めて感じる毎日を過ごしております。これから
は微力ながらもリハビリテーション医療を通して
地域医療に貢献する所存です。よろしくお願い申
し上げます。
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当院
にご入院

の患者さまへのサービス

プロジェクト
発足しました！

どんなことをしているの？

　復職・就労支援コーディネーターを全病棟に配置し、必要な患者さまに関してサポートいたします。
　一般的な回復期リハビリ病院で行われる身体機能面の評価だけでなく、復職・新規就労に必要な
専門的な評価シートも活用し、患者さまひとりひとりに合わせたオーダーメイドのリハビリプラン、
支援を行っています。
　リハビリ科・看護部・医療連携室で行う勉強会や各種研修を通して専門的な知識を学び、
有効な情報共有を行うなど、チームの連携とサポート体制の強化に努めています。

　入院中から退院後まで、ご本人・ご家族が生きいきと充実した生活を送っていただけるよう、
医師・リハビリスタッフ・看護師・医療ソーシャルワーカー・管理栄養士等が多職種で連携し、
お役立ち情報を定期的に配信致します！
　LINEでの友だち登録・情報発信は当グループ病院に入院された方限定とさせて頂いております。

　カマチグループのリハビリ病院を退院された患者さまが退院後もその人らしく、生きいき
と生活していただけることを願って発足した取り組みです。
地域にある医療、介護、福祉の力とカマチグループのもつ力をむすびながら、
私たち病院職員が一丸となって、患者さまやそのご家族の生活を支えていきます。

むすびプロジェクトとは？

YouTube YouTube

簡単にできる
筋力トレーニングで、
運動不足を解消！

筋肉の低下が
5秒で検査可能！
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